
最
近
大
学
審
答
申
が
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
法
制

化
が
十
分
な
議
論
も
な
さ
れ
ず
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
一
九
九

七
年
に
は
、
多
く
の
大
学
人
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
教

員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、一
九
九
九
年
五
月
に
は
、

大
学
審
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い

て
」
（
一
九
九
八
年
十
二
月
）
に
基
づ
い
て
、
学
校
教
育
法
等
の
一

部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
ユ
ネ
ス
コ
の
「
高
等
教
育
の
教
職

員
の
地
位
に
関
す
る
勧
告
」
（
一
九
九
七
年
）、同
じ
く
「
二
一
世
紀

に
向
け
て
の
高
等
教
育
世
界
宣
言
―
展
望
と
行
動
―
」
（
一
九
九
八

年
）
に
見
ら
れ
る
国
際
的
動
向
に
背
を
向
け
た
も
の
で
あ
る
。
と
り

わ
け
学
校
教
育
法
等
の
一
部
改
正
は
、
学
長
・
学
部
長
の
権
限
を
強

化
し
、
外
部
有
識
者
が
大
学
運
営
に
つ
い
て
学
長
に
助
言
・
勧
告
等

を
行
う
運
営
諮
問
会
議
の
設
置
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
の
自

治
を
揺
る
が
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
後
政
策
側

が
一
貫
し
て
制
定
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
大
学
関
係
者
・
国
民
の

運
動
に
よ
っ
て
基
本
的
に
阻
止
さ
れ
て
き
た
大
学
管
理
法
の
流
れ
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
大
学
管
理
法
の
流
れ
に
位
置
づ
く
と
と
も
に
、
戦
後

教
育
改
革
に
お
け
る
大
学
改
革
を
根
本
か
ら
掘
り
崩
そ
う
と
す
る
の

が
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
小
渕
首
相
が
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
率

を
二
五
％
に
す
る
と
打
ち
上
げ
て
か
ら
、急
に
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

要
す
る
に
、
二
五
％
削
減
は
並
大
抵
で
は
な
い
が
、
国
家
公
務
員
の

う
ち
職
員
数
が
極
端
に
多
い
の
は
郵
政
省
と
文
部
省
の
職
員
で
あ

り
、
郵
政
省
職
員
が
公
社
に
、
文
部
省
の
国
立
大
学
関
係
者
が
独
立

行
政
法
人
に
移
行
す
れ
ば
（
公
社
職
員
も
独
立
行
政
法
人
も
定
員
法

の
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
）、定
員
削
減
の
達
成
は
可
能
と
な
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

巻 頭 言

大
学
は
ど
こ
に
行
く
の
か

榊

達
雄

さ
か
き
・
た
つ
お

名
古
屋
大
学
・
教
育
学
部
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文
部
省
は
当
初
独
立
行
政
法
人
化
に
反
対
で
、
二
〇
〇
三
年
ま
で

に
結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
年
八
月
独
立
行
政
法
人
化
を

視
野
に
、
設
置
形
態
の
見
直
し
の
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
新
聞
に
報

道
さ
れ
た
と
き
も
、
反
対
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
状
況

が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
戸
惑
っ
て
い
て
は
よ
く
な
い
の
で
検

討
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
二
十
日
国
立
大

学
学
長
等
を
集
め
た
会
議
に
お
い
て
、独
立
行
政
法
人
法（
通
則
法
）

は
国
立
大
学
の
教
育
研
究
に
な
じ
ま
な
い
が
、
特
例
措
置
を
設
け
る

こ
と
を
条
件
に
、
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
を
実
施
す
る
見
解

を
正
式
に
表
明
し
た
。
文
部
省
見
解
で
は
、
学
長
の
任
免
は
大
学
か

ら
の
申
し
出
に
基
づ
き
、
主
務
大
臣
が
行
う
と
し
、
大
学
の
「
中
期

目
標
」
は
各
大
学
か
ら
の
意
見
聴
取
に
基
づ
き
、
主
務
大
臣
が
策
定

し
、
大
学
評
価
は
「
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
」
（
仮
称
）
の
判

断
を
尊
重
す
る
と
し
て
い
る
。
国
大
協
会
長
は
、
こ
の
文
部
省
見
解

は
、
国
立
大
学
協
会
の
「
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
問
題
に
関

す
る
検
討
結
果
の
取
り
ま
と
め
」
の
検
討
を
ほ
と
ん
ど
取
り
い
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
国
大
協
の
独
立
法
人
化
反
対
の
態
度
に
変
更
は
な

い
と
い
う
。
「
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
た

場
合
に
予
想
さ
れ
る
問
題
を
抽
出
し
、
併
せ
て
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
も
若
干
の
検
討
を
加
え
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
独
立
行
政

法
人
自
体
の
問
題
は
、
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
番
の
問
題
は
、
ど
ん
な
大
学
を
目
指
し
て
独
立
行
政
法
人
に
す

る
の
か
、
と
い
う
理
念
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
公
務
員
の

二
五
％
定
削
の
た
め
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。大
学
評
価
に
は
、

経
営
的
観
点
が
重
視
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
市
場
原
理
に
あ

わ
な
い
学
問
分
野
は
軽
視
さ
れ
、
自
由
な
研
究
活
動
が
抑
制
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
中
期
目
標
の
決
定
や
学
長
の
任
命
等
に
お
い
て
、
主

務
大
臣
が
強
い
権
限
を
も
つ
こ
と
は
、
大
学
の
自
治
に
と
っ
て
脅
威

に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
独
立
行
政
法
人
化
の
問
題
は
、
直
接
に
は
国
立
大
学
の
問
題

で
あ
る
が
、
国
立
大
学
が
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
私

立
大
学
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－ ３ －


